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３月２６日、守谷市中央公民館（もりりん守谷）を会場に「法人化５０
周年記念大会」を開催。
この記念大会は、日頃から社会福祉の推進に寄与いただいております皆
様に、感謝の意を述べるとともに、これからも連携・協働し、皆様と一緒
に歩み、社会福祉を推進していくことを改めて確認する場として、１０年
ごとに開催しております。
当日は、水戸市にある「ＮＰＯ法人ポルターモ」の皆様による「復興へ
の思いを語りと音楽でつなぐコンサート」を皮切りに、式典では、社会福祉協議会事業推進に寄与い
ただきました１６８の個人・団体・法人の各代表者にに松丸会長から感謝状を贈らせていただきました。
その後、茨城県生涯学習・社会教育研究会会長　長谷川幸介氏をお招きし、「地域社会の「幸せのカ
タチ」と社会福祉協議会の役割」〜人生１００年時代の守谷市民幸せ物語〜と題した記念講演では、

市民は守谷で幸せになるため、守谷を選んで住んでいる。人生１００年
時代になり、社会の「４つの縁」である「血縁」「地縁」「友縁」「職縁」
は少しずつ変化している。無縁社会にならないためには、「つながり・絆」
が大切である。一人暮らしになっても、一人ぼっちにならないように地
域とつながりをもち、生活することが重要である。そのためには、支え
合う地域づくりのため、今後益々社会福祉協議会の役割が重要であると
の講話に改めて身を引きしめることができた。

法人化50周年あいさつ

社会福祉法人守谷市社会福祉協議会
会　長　松　丸 　修　久

　守谷市社会福祉協議会は任意団体として昭和４５年に発足し、昭和４８年に法人化され、今年で

満５０年を迎えることができました。法人化後は、いち早く支部社協を結成し、地域に根ざした福

祉活動を展開するとともに、会員の募集をさせていただき、現在も多くの市民の皆様にご支援とご

協力をいただいております。

　今、５０年の歴史を振り返りますと、市民の皆様の他者を思いやる優しい気持ちと、お互いを支

えあう福祉風土により築き上げられてきたものであり、礎を築いてこられた諸先輩方をはじめ、皆

様には重ねて感謝申し上げます。

　近年は、少子高齢化社会への対応、新型コロナウイルス感染症や急激な物価上昇による困窮世帯

の増加、家族形態の変容による地域コミュニティの弱体化、人と人との繋がりの希薄化による社会

的孤立者の増加など、社会福祉を取り巻く環境は大きく変わり、本協議会の役割も大きな転換期を

迎えております。

　本協議会では、「第３期守谷市地域福祉計画・地域福祉活動計画」のもと、「全ての市民が住み慣

れた地域で安心して幸せに暮らせるまちづくり」を目標に掲げ、多様化、複雑化した福祉ニーズに

応えるべく、新たなチャレンジによる活動を展開して参りますので、皆様方には以前にも増しての

ご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　結びに、皆さま方のご健康とご多幸をご祈念申し上げ、あいさつといたします。
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守谷市社協

　50年のあゆみ

協会会員手作りマスコットを
交通安全を祈願し配布

昭和57年　
子育てや家庭内の悩み相談を聴
き、女性相談員がアドバイスを
する電話相談室を開設

昭和 56年　
社協発足 10年を記念して
社会福祉大会を開催。
10年間の「あゆみ」を発行

昭和48年３月 14日
設立認可を受け、社会福祉法人
としての歴史がはじまる

昭和58年　
福祉講座「手話講習会」を開催

昭和 53年　
守谷町ボランティア協会設立

社協だより
　第１号発刊

昭和４５年

昭和４６年

昭和４８年

昭和４９年

昭和５１年

昭和５３年

昭和５４年

昭和５５年

昭和５７年

 昭和５８年

・守谷町社協任意団体として発

足

・赤い羽根共同募金・歳末たす

けあい募金運動開始

・心配ごと相談所開設

・社会福祉法人認可・登記

・社協広報紙「社協だより」創

刊

・守谷町善意銀行開設

・町内全戸対象に「社協一般・

特別会員」募集開始

　（一般３００円）

・支部社協結成（守谷・大野・

高野・大井沢）４地区

・法人会員募集開始

・小口資金貸付事業開始

・保護世帯入学祝品贈呈事業

・小学校新入学祝品贈呈事業

・交通遺児・重度心身障がい児

実態調査

・障がい児母と子の集い開催

・赤ちゃん誕生祝品贈呈事業

・ボランティアスクール開講

・障がい児１日遠足実施

・守谷町ボランティア協会設立

・弁護士による無料法律相談　

開始

・ボランティアよる交通安全

キャンペーン開始

・守谷町福祉大会開催

・県社協より拠点社協指定

・電話相談室開設

・ひとり暮らし高齢者給食サー

ビス開始

・福祉講座・手話講習会開講

・第１回ふれあい広場開催

－ 26－
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守谷市社協

　50年のあゆみ

平成元年　
在宅介護支援のため
福祉車両や福祉機器の貸出
事業開始（善意銀行）

平成元年　
学校外での福祉体験や交
流を通じて、福祉を学ぶ
「中・高校生青少年ワーク
キャンプ」を水海道市社
協と開催

昭和 59年　
社協事業推進のため
社協理事・評議員全員に
よる各種部門別委員会を
設置

昭和 59年　
社会福祉講演会開催

平成5年　
法人化 20周年記念
「福祉のつどい」を開催
記念事業「社会福祉基金」
を設置

平成 8年　
住民やボランティア、施設・
団体と福祉体験や PRを通じ
て交流する「第１回ふくしふ
れ愛まつり」を開催

昭和５９年

昭和６０年

昭和６１年

平成元年

平成２年

平成３年

平成４年

平成５年

平成６年

平成７年

平成８年

平成１０年

平成１１年

・一般会員会費改定 (４００円）　

・社協理事・評議員による社協

各種委員会設置

・社協事務所移転（町役場分庁

舎から旧水道事務所へ）

・社会福祉講演会開催

・夏休み・春休み子ども映画ま

つり開催

・一般会員会費改定 (５００円）

・青少年健全育成中学生「富士

登山」共催

・みずき野・北守谷の２地区を

加え、６支部社協となる

・善意銀行・福祉機器貸出事業

開始

・ミニ・ハンディキャブ（軽リ

フト車）寄贈により車両貸出

開始

・「第１回青少年ワークキャン

プ」（２泊３日）開催

・社協事務所移転（現市役所庁

舎内へ）

・在宅福祉サービス事業受託

・在宅介護講習会開講

・優良社協として全社協会長表

彰

・社協法人化２０周年記念「福

祉のつどい」開催

・社会福祉基金設置

・点字基礎講習会開催

・朗読基礎講習会開講

・ホームヘルプサービス事業を

受託。ホームヘルパーが社協

職員と加わる

・小・中学校福祉体験学習

・第１回ふくしふれ愛まつり開

催

・福祉マンパワー講習会開催

・地域福祉権利擁護事業（現日

常生活支援事業）受託

－ 27－
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平成 13年　
介護予防事業を受託
社協事務所も
「いきいきプラザ・
げんき館」に移転

平成 16年　
法人化 30周年記念大会開催

記念事業
「中・高校生福祉マン
パワー講習会」を開催
（ホームヘルパー 3級養成）

平成 19年
青少年ワークキャン
プに変わる看護学校
や専門学校での学習
体験を交じえた
「中・高校生サマー
チャレンジ」を単独
開催

平成 12年　
介護保護事業（訪問介護・
居宅介護支援事業）に
参入

平成19年　
「地域ケア講演会・映画会」
開催

平成１２年

平成１３年

平成１４年

平成１５年

平成１６年

平成１７年

平成１８年

平成１９年

・介護保険事業（訪問介護・居

宅介護支援事業）参入

・生きがい活動支援通所事業

（いきいきプラザ・げんき館）

受託。同時に社協事務所移転

（げんき館内）

・げんきサロン・みずき野（郷

州小学校内）開設

・「第１回健康ふくしまつり」

を開催

・げんきサロン・北守谷（御所

ケ丘小学校内）開設

・市制施行に伴い、守谷市社協

に名称変更登記

・社協法人化３０周年

・社協広報「社協だより」

   １００号発行

・法人化３０周年記念大会開催

・「中・高校生福祉マンパワー

（ホームヘルパー３級）講習

会開催

・新潟県中越地震（職員派遣）

・福岡県西方沖地震

・高齢者健康水中体操開催

・親子ふれあい映画会開催

・ひとり親家庭親子遠足開催

・歳末チャリティーコンサート

開催

・ふくし講演会＆映画会開催

・赤い羽根街頭募金運動再開

（つくばエクスプレス守谷駅）

・社協ＰＲビデオ作成

・社協だよりへの広告掲載事業

開始

・第１回中・高校生サマーチャ

レンジ開催

・地域ケア講演会・映画会開催

－ 28－
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平成 20年　
近隣障がい児者施設・団体の
PR支援活動として
「買ってNet ！バザール in イ
オンタウン守谷」開催

平成 22年　
「いばらき子どもヘル
パー派遣事業」を高野
支部と実施

平成 23年
東日本大震災被災地
支援活動

避難者支援と復興を願う
「がんばろう！日本 in もりや」
開催

守谷市地域福祉計画・
地域福祉活動計画策定
に向けた「地域座談会」
を各地区で開催

平成 24年　
「第１期守谷市地域福祉
計画・地域福祉活動計画」
策定

平成 25年　
法人化 40周年記念大会開催

平成２０年

平成２１年

平成２２年

平成２３年

平成２４年

平成２５年

平成２６年

・高齢者世帯対象１日遠足開催

・シルバーリハビリ体操講習会

開催

・バリアフリー教室開催（茨城

運輸支局共催）

・第１回買ってNet バザー in

ロックシティ開催

・ボランティア講座（手話入門

講座）開催

・地域介護ヘルパー養成講習会

開講

・傾聴ボランティア養成講座開

催

・伊奈養護学校「ふれあいボラ

ンティアスクール」共催

・茨城県モデル事業「いばらき

子どもヘルパー派遣事業」

・第１回「健康スポーツフェス

ティバル」開催

・地域福祉活動計画策定に向け

た「地域座談会」開催

・東日本大震災

・震災支援「がんばろう！日本

in もりや」開催

・第１期地域福祉計画・地域福

祉活動計画策定

・地域福祉活動実践スタート

・電話による訪問事業「ふれあ

い電話」　開始

・ひとり親交流事業開催

・法人化４０周年記念大会開催

・傾聴ボランティア養成講座開

催

・福祉車両（軽スロープ車）貸

出開始

・稲北ブロックボランティア活

動研究　集会開催

－ 29－
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平成 29年　
第１期地域福祉活動計
画を継承した
「第２期守谷市地域福
祉計画・地域福祉活動
計画」策定

平成 27年　
関東・東北豪雨災害支援で
常総市に約 2ヶ月職員派遣
多くのボランティアが守谷
駅から被災地に入る

平成 27年　
第１期守谷市地域福祉活
動計画実践報告会開催

令和４年　
第 3期地域福祉計画・地
域福祉活動計画策定

令和５年　
法人化 50周年を迎える

令和２年から令和４年、
新型コロナウイルスの影
響を受けたひとり親世帯
等へ企業からの寄付を受
け購入した食料品などを
詰めた「もりやもぐもぐ
応援バッグ」配布

フードバンク茨城や
カスミの協力を得て、
生活困窮世帯に食料
支援

社会福祉法人守谷市社会福祉協議会 

令和５年３月 

  理  事：１５名 

職 名 氏  名 職 名 氏  名 

会 長 松 丸 修 久 理 事 浅 川 利 夫 

副会長 染 谷 桂 子 理 事 菊 地 孝 雄 

副会長 横 張 克 博 理 事 山 田 洋 子 

理 事 小 川 一 成 理 事 寺 田 文 彦 

理 事 渡 辺 大 士 理 事 椎 名  一 

理 事 椎名恵美子 理 事 寺 田 功 一 

理 事 小 西 知 子 理 事 鈴 木  榮 

理 事 柗 元 敏 博   

 

監  事：２名 

職 名 氏  名 職 名 氏  名 

監 事 亀 﨑 義 博 監 事 寺 田  弘 

 

平成２７年

平成２８年

平成２９年

平成３０年

令和元年

（平成３１年）　

令和２年

令和３年

令和４年

令和５年

・障がい者の年金なんでも相談

会開催

・関東・東北豪雨災害（常総市）

へ職員　支援派遣

・第１期地域福祉活動計画実践

報告会　開催

・福祉・介護職員就職相談会（守

谷会場）開催（県社協）

・第２期地域福祉計画・地域福

祉活動計画策定

・歳末配分事業自己申請方式に

変更

・フードバンク茨城協力により

困窮世帯へ食糧支援

・平成３０年７月豪雨災害（広

島県呉市）へ職員支援派遣

・守谷市ふくしまつり（リ

ニューアル）

・令和元年台風第１９号災害

（水戸市）へ職員支援派遣

・新型コロナウイルス感染症流

行

・休業や失業による生活福祉資

金特例　貸付開始

・ひとり親世帯等へ「もりやも

ぐもぐ応援バッグ」配布事業

（守谷ライオンズクラブ・守

谷市商工会共催）

・生活困窮者自立支援事業「家

計相談支援事業」受託

・ニュースポーツ推進員養成講

習会（守谷会場）開催（県社協）

・「守谷市多胎妊産婦等サポー

ト事業」受託

・第３期地域福祉計画・地域福

祉活動計画策定

・法人化５０周年記念大会開催

－ 30－
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予　算

会費6,144（3.64%）会費6,144（3.64%）

前期末繰越金
5,542（3.28％）
前期末繰越金
5,542（3.28％）

寄付金
601

（0.36％）

寄付金
601

（0.36％）

調査普及
宣伝事業
2,361

（1.40％）

調査普及
宣伝事業
2,361

（1.40％）

地域福祉活動
推進事業
1,265（0.75％）

地域福祉活動
推進事業
1,265（0.75％）

相談・援護事業
12,731（7.55%）
相談・援護事業
12,731（7.55%）

ボランティア活動
促進事業
851

（0.50％）

ボランティア活動
促進事業
851

（0.50％） 共同募金
配分金事業
5,811

（3.44％）

共同募金
配分金事業
5,811

（3.44％）

介護保険事業・
障害福祉サービス事業

33,454
（19.83％）

介護保険事業・
障害福祉サービス事業

33,454
（19.83％）

受託事業
24,506

（14.52%）

受託事業
24,506

（14.52%）補助金
76,005

（45.05％）

補助金
76,005

（45.05％）

その他（雑収入）
71（0.04％）

その他（雑収入）
71（0.04％）

県・市受託金
42,420（25.14％）
県・市受託金
42,420（25.14％）

償還金
190（0.11％）
償還金

190（0.11％）
助成金

430（0.25％）
助成金

430（0.25％）
共同募金配分金
5,271（3.12％）
共同募金配分金
5,271（3.12％）

介護保険収入
16,140
（9.57％）

介護保険収入
16,140
（9.57％）

障害福祉
サービス収入
15,113（8.96％）

障害福祉
サービス収入
15,113（8.96％）

受取利息
15（0.01％）
受取利息
15（0.01％）

多胎妊産婦等
サポート事業収入
56（0.03％）

多胎妊産婦等
サポート事業収入
56（0.03％）

事業収入
734

（0.44％）

事業収入
734

（0.44％）

法人運営事業
87,647

（51.95％）

法人運営事業
87,647

（51.95％）

社会福祉基金
106（0.06％）
社会福祉基金
106（0.06％）

収　入 支　出

168,732
（単位：千円）

168,732
（単位：千円）

令和5年度守谷市社協
事業計画と予算

みなさまからの会費や募金の
配分金をもとに各福祉事業を

すすめていきます

○「第３期守谷市地域福祉活動計画」２年目の実施
並びに市内６地区の社協支部役員を中心に、区長・
自治会町内会役員、民生委員・児童委員をはじめ
地域のみなさんにご協力いただきながら、各地区
のまちづくり協議会とも協働し、地域福祉活動に
取り組んでいきます
○障がい児者団体・福祉団体への事業助成や一堂に
会する「第15 回買ってＮｅｔ！バザール」開催
○高齢者元気わくわくスポーツ大会支援
○ほほえみサービス（在宅福祉サービス）
○車いす・福祉車両（スロープ付き軽自動車）の貸出

地域福祉活動推進事業

○社協法人運営事業（全般）
○生活福祉資金（茨城県社協事業）
　・�総合支援資金・福祉資金・教育支援資金・不動
産担保型生活資金・特例貸付フォローアップ支
援業務

○小口つなぎ資金貸付（守谷市社協）

法人運営事業

○広報事業（社協だより発行）
○ホームページや社協ＰＲＤＶＤの活用
○社協会員募集（５月１日～）

調査普及宣伝事業

○居宅介護支援事業
　（介護保険ケアプラン作成等）
○ヘルパーステーション
　（訪問介護・介護予防・日常生活支援総合）
　（障がい福祉サービス居宅介護）

介護保険事業

○専門相談（福��祉��相��談：毎月第１月曜日）
　　　　　��（年金労務相談：毎月第２月曜日）
○電話相談（毎週金曜日：午前10時～午後3時）
○要援護家庭への支援
○高齢者ふれあい電話訪問
○新生児誕生祝品贈呈事業
○新入児童入学祝贈呈事業

相談・援助事業

○赤い羽根募金運動（10 月１日～）
　（災害義援金等の取り扱い：災害時）
○歳末たすけあい募金運動（12 月１日～）
○生活困窮世帯支援事業（守谷ライオンズクラブ共催）
○ひとり親交流事業
○ひとり親家庭・要保護・準要保護世帯小・中学校
入学・卒業祝
○小・中・高校福祉教育担当者研修事業
○障がい児ふれあい広場
○ひとり暮らし高齢者、高齢者世帯交流事業
○災害援助（火災見舞）
○歳末たすけあい募金対象者への配分

共同募金配分事業

○ボランティア講座、研修、交流会
○小・中学校への福祉教育推進助成
○福祉体験支援・機器の貸出
　（車いす・白杖・点字板・シニア体験用具等）
○ボランティア活動保険の加入促進
○善意銀行（寄付金品の受払）
○入れ歯リサイクル回収事業支援
○フードバンク事業（フードバンク茨城・カスミ
フードバンク）の活用・協力

ボランティア活動促進事業

○生きがい活動支援通所事業（いきいきプラザ・げ
んき館
○地域ケアシステム推進事業
○日常生活自立支援事業
○家計相談支援事業
○多胎妊産婦等サポート事業
○生活支援体制整備事業（新規）

受 託 事 業
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“あなたと共に福祉のまちづくり”
̶ 令和5年度守谷市社会福祉協議会会員加入のお願い ー

“あなたと共に福祉のまちづくり”
̶ 令和5年度守谷市社会福祉協議会会員加入のお願い ー

○募集期間　５月１日(月) ～ ６月３０日(金）
○会員会費　一般会員　会費(年額)　　 ５００円　
　　　　　　特別会員　会費(年額)　１,０００円（一般会員：２口）
　守谷市社会福祉協議会では、今年も市民一人ひとり、子どもからお年寄りまで、すべての人が住み
なれたところで「安心して暮らせる福祉のまちづくり」の一員になっていただきたく、市民の皆様に
会費のお願いをしております。ご協力いただきました会員会費につきましては、８ページに掲載の各
種福祉事業を展開するための財源として充てさせていただいております。
　何卒、当協議会事業にご理解いただき、会員にご加入いただきますようお願い申し上げます。なお、
町内会や自治会未加入の方につきましても当協議会事務所（げんき館内）もしくは、文化会館・保健
センターでもお受けいたします。

こんな活動や事業に活用しています（令和５年度当初予算より）
７０円

１７６円

１１３円

１３９円

２円

● つながりづくりへ
 （ほほえみサービス・小口資金・
　 相談援助事業）

● 活動づくりへ
 （地区社協・地域福祉活動）

● 人づくりへ
 （ボランティア・福祉教育事業）

● 社協運営事業
 （人件費には充当しておりません）

● 広報啓発活動へ
 （社協だより等の情報提供）

◆ 一般会費の主な使い道

　　　会費500円は…

令和五年

　2月 19日、守谷市国際交流センターを会場に、社協障がい児者福祉委員会主
催の障がい児者との「ふれあいコンサート」を開催。当日は、クラリネットアン
サンブル「もりの郷」の皆さんによるジブリメドレーやファミリーアニメ・コレ
クションなどの演奏に合わせ、参加者もタンバリンやカスタネット、カホンなど
を思い思いにたたき、笑顔で演奏に加わり、参加者からは「自由に打楽器で参加
でき、親子ともども楽しい時間を過ごしました」や「ぜひまた開催してほしい！」
などの声があり、障がい児者委員も次回開催に向け意欲を見せていた。

２月２１日、高野小学校４年生児童３５名が体育館でマットやカラーコー
ンで作った障害物を介助者を伴う車いす体験や高齢者疑似体験用具を身に着
けてのインスタントシニア体験、オープンスペースでは、アイマスクと白杖
を使いながら目かくし歩行などを体験した。
体験した児童からは「車いすで段差は大変だったけど、介助してくれる人
がいると動かすことができた」「目が見えないと怖くて歩けなかった。大変

なことが分かったので、困っているときには声をかけて助けてあげたい」などの感想が寄せられた。

音楽に合わせて自然に身体も動き出す楽しさ！

福祉体験学習で新たな気づき！
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60歳以上 女性会員募集
家事援助、学童見守、施設管理、軽作業、清掃など、

いきいき就業で、地域貢献と健康増進にお役立下さい

ライフスタイルに合わせたお仕事に出会えます

入会説明会/第1.3木曜13時30分（要事前予約）

公益社団法人

守谷市本町622-2　八坂神社裏

☎48-8591

守谷市シルバー人材センター

㈱総合保険・富士 保険工房オフィス
守谷市けやき台2-11-7

TEL 0297-34-1322　FAX 0297-34-1323
Eメール hokenkobo@sogohoken-fuji.jp

㈱総合保険・富士 保険工房オフィス

身近で頼れるアドバイザー
プロフェッショナルの保険代理店

あなたと、大切な人を守る
　　　　　　保険の事はお任せください。

【赤い羽根募金】
・�守谷小学校・大野小学校・高野小学校・大井沢小学校・黒内小学校・御所ケ丘小学校・郷州小学校・松前台小学校・守谷中学校・
ウェルシア薬局守谷松並店・ウェルシア薬局守谷ひがし野店・第１４回買ってＮｅｔ！
バザール・守谷市役所募金箱・社協窓口募金箱・ガチャポン募金・匿名５件

【歳末たすけあい募金】
・�髙橋房子・ボーイスカウト守谷第一団・守谷市中央地区民生委員児童委員協議会・守谷
市北地区民生委員児童委員協議会・守谷市南地区民生委員児童委員協議会・守谷市仏教
会・守谷市工友会・守谷 C地区ハロウィンイベント・籠乃鳥・守谷けやき台 GGC・守
谷市社協大野支部・匿名２件

　

み
な
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募

金
の
浄
財
を
、
次
の
と
お
り
配
分

贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、
余

剰
金
に
つ
い
て
は
、
次
年
度
配
分

に
充
当
い
た
し
ま
す
。

歳
末
た
す
け
あ
い

募
金
配
分
報
告

個人・団体のみなさまからの募金報告（順不同・敬称略）

　

令
和
４
年
度
共
同
募
金
運
動
（
赤
い
羽
根
募
金
・
歳
末

た
す
あ
い
募
金
）
は
、
み
な
さ
ま
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
次
の
よ
う
な
結
果
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
募
金
運
動
は
、
毎
年
、
各
地
区
の
区
長
様
を
は
じ
め
、

町
内
会
・
自
治
会
や
学
校
・
団
体
、
法
人
会
社
な
ど
、
多

く
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
実
施
し
て
お
り
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
感
染
予
防
を
し
な
が
ら
の
取
組
み
と
な

り
大
変
お
手
数
を
お
か
け
し
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

10
月
の
「
赤
い
羽
根
募
金
」
に
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、

一
旦
全
額
、
茨
城
県
共
同
募
金
会
に
送
金
し
た
の
ち
、
そ

の
必
要
性
や
緊
急
性
を
十
分
審
査
し
た
上
で
、
翌
年
度
の

県
内
の
民
間
福
祉
施
設
の
整
備
費
や
守
谷
市
社
協
が
行
う

地
域
福
祉
事
業
費
と
し
て
配
分
さ
れ
ま
す
。

　

12
月
の
「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」
に
寄
せ
ら
れ
た
募

金
は
、
配
分
基
準
の
対
象
者
に
よ
る
申
請
に
応
じ
、
市
内

の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
が
い
児
・
者
、
準
要
保

護
家
庭
等
に
贈
呈
金
と
し
て
配
分
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
も
多
く
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地　　区 赤い羽根募金 歳末たすけあい 合　　計

みずき野 136,300 136,300 272,600

守　　谷 1,779,100 898,900 2,678,000

大　　野 331,600 140,500 472,100

高　　野 589,750 439,800 1,029,550

大�井�沢 315,200 144,600 459,800

北�守�谷 867,400 654,501 1,521,901

個人・団体等 371,410 539,087 910,497

合　　計 4,390,760 2,953,688 7,344,448

募 金 集 計 表 （単位：円）

令和４年度
　赤い羽根募金・歳末たすけあい募金報告

災
害
義
援
金
報
告

令
和
４
年
８
月
３
日
か
ら
の

大
雨
災
害

・
栄
町
町
内
会�

９
，０
２
２
円

・
田
子
金
属
㈱
守
谷
営
業
所

�

４
３
，１
５
０
円

・
社
協
窓
口
募
金
箱

�

３
，１
６
１
円

ひとり暮らし高齢者
（125 件）
1,000,000

交通遺児・
準要保護家庭他
（93件）
１，333,416円

重度心身障がい児・者
（60 件）
480,000

配分総額
2,813,416円
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善
意
銀
行
預
託
報
告

令
和
４
年
12
月
～
令
和
５
年
３
月

（
敬
称
略
）

【
寄　
付
】

・
矢
嶋�

鍾
美�

５
，０
０
０
円

・
イ
ツ
ミ�

６
，０
０
０
円

・
守
谷
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

結
成
50
周
年
記
念

�

２
０
０
，０
０
０
円

・
け
や
き
台
雅
会
Ｇ
Ｇ
ク
ラ
ブ

�

５
，０
７
７
円

・
吉
田
記
念
北
守
谷
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ

�

２
０
，０
０
０
円

・
守
谷
市
工
友
会�

１
０
，０
０
０
円

・
守
谷
市
金
融
団�

３
２
，３
２
６
円

・
匿　

名�

２
０
，１
０
２
円

・
匿　

名�

２
３
，０
０
０
円

・
匿　

名�

５
，０
０
０
円

・
匿　

名�

８
，０
０
０
円

・
匿　

名�

４
，０
０
０
円

・
匿　

名�

２
，０
０
０
円

・
匿　

名�

２
，０
０
０
円

【
使
用
済
み
古
切
手
・
プ
ル
タ
ブ
・

　
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
】

・
中
村　

妃
奈
梨

・
柗
元　

敏
博

・
井
上　

泰
孝

・
下
村　

孝
幸

・
や
ま
ゆ
り
の
郷

・
栄
町
町
内
会

・
㈱
レ
ス
ト

・
長
谷
川
工
機
㈱

・
御
所
ケ
丘
ミ
ニ
バ
ス

・
㈱
ブ
ル
ー
ボ
ッ
ク
ス

・
手
話
サ
ー
ク
ル
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル

・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス

・
守
谷
市
役
所

・
文
化
会
館

・
匿　

名　

19
件

【
大
根
約
45
キ
ロ
】

・
橋
本　

幹
雄　

【
ア
ル
フ
ァ
―
米
他
15
箱
】

・
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
茨
城
工
場

【
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
１
４
０
本
】

・
湘
南
香
料
㈱

【
未
使
用
タ
オ
ル
76
枚
・
鉛
筆
32
本
】

・
匿　

名

【
未
使
用
は
が
き
28
枚
他
】

・
匿　

名

《
払
出
状
況
》

【
大
根
約
45
キ
ロ
】

・
高
齢
者
福
祉
施
設

【
ア
ル
フ
ァ
―
米
他
15
箱
】

【
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
１
４
０
本
】

・
こ
ど
も
食
堂
他

【
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
費
へ
】

�

１
，０
０
０
，０
０
０
円

【
プ
ル
タ
ブ
換
金
額
】

　

�

30
キ
ロ�

２
，６
４
０
円

【
入
れ
歯
（
貴
金
属
）

リ
サ
イ
ク
ル
換
金
額
】

・
東
北
支
援
や
ユ
ニ
セ
フ
へ

�

９
０
，７
３
４
円

・
市
内
地
域
福
祉
事
業
へ

�

６
０
，４
９
０
円

【
使
用
済
み
古
切
手
・
未
使
用

は
が
き
・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
】

・
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

【
活
動
用
印
刷
機
リ
ー
ス
費
他
】

�

５
６
，５
６
２
円

【
福
祉
車
両
整
備
費
】

�

３
６
，１
１
３
円

【
福
祉
助
成
】

・
令
和
４
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
保
険
料
助
成

�

８
９
，３
０
０
円

・
地
域
福
祉
活
動
事
業
費

�

１
０
０
，０
０
０
円

令
和
４
年
度

社
協
法
人
会
員
加
入
報
告

（
追
加
分
・
２
社
）

・
㈱
ニ
チ
コ
ム

・
㈱
佐
瀬
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

※5月5日はお休みです は電話相談日です

23
   30
23
   30
23
   30

24
   31

  1 2 3 4 5 6

 7 8 9 10 11 12 13

 14 15 16 17 18 19 20

 21 22 23 24 25 26 27

 28 29 30 31

       1

 2 3 4 5 6 7 8

 9 10 11 12 13 14 15

 16 17 18 19 20 21 22

   25 26 27 28 29

     1 2 3

 4 5 6 7 8 9 10

 11 12 13 14 15 16 17

 18 19 20 21 22 23 24

 25 26 27 28 29 30

7 月6 月5 月

専
門
相
談
予
定
表

ふ く し 相 談　○印　　　　    事前予約
　◆毎月第１月曜日　午後２時から４時
年金労務相談　□印 

　◆毎月第２月曜日　午後２時から４時

【場　所】いきいきプラザ・げんき館内

　※�予約は、各相談日の前週金曜日までに社協
事務局まで電話にてご予約ください。

　　�電話相談でも予約を受付ます。

                              ４8 －５５５５
���◇毎週金曜日　午前１０時から午後３時

電話相談

△守谷ライオンズクラブ鮎川会長か

ら松丸会長へ

前
号(

No.
１
７
７)

５
ペ
ー
ジ

の
法
人
会
員
加
入
報
告
の
中
で
、

(

同)

横
田
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

ま
し
た
が
、
ロ
ー
ソ
ン
松
並
庚

塚
店
の
誤
り
で
し
た
。
こ
こ
で

訂
正
し
、
心
よ
り
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

-
- - - - E- -

〒302-0125
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　○お申込み、お問い合わせ先：
　　　  〒 302-0116 守谷市大柏９５４－３　守谷市社会福祉協議会事務局
　　　  電話　０２９７（４５）００８８　FAX　０２９７（４８）５５５４
　　　  Ｅメール　shakyo.moriya .954-3@ace.ocn.ne . jp

○�ボランティア活動中のさまざまな事故によるケガや賠償責任を補償する「ボランティ
ア活動保険」には、個人ボランティアの皆さんをはじめ、多くのグループ・団体の方々
に加入しています。自治会・町内会有志による地域の防犯パトロール等も対象にな
ります。
◎�令和４年度保険に加入いただいていた方の補償期間は、令和５年３月３１日までです。
　�令和５年度保険加入補償期間は、加入手続きの翌日から令和６年３月３１日までとな
りますので、お早めの更新手続きをお願いします。
　�なお、保険料や補償額、補償プランについては、下記の表の各プラン・金額をご確認の上、ご加入ください。
災害時の活動については、基本的に天災・地震補償タイプの加入となります。詳しくは社会福祉協議会ま
でお問い合わせ下さい。

令和５年度ボランティア活動保険加入受付中

補償プラン
保険金の種類 基本プラン 天災・地震補償プラン 特定感染症重点プラン

ケガの
補償

死亡保険金 1,040万円
後遺障害保険金 1,040万円（限度額）
入院保険金日額 6,500円
手術
保険金

入院中の手術 65,000円
外来の手術 32,500円

通院保険金日額 4,000円
特定感染症 補償開始日から10日以内は補償対象外（＊） 初日から補償

地震・噴火・津波による死傷 × ○ ○
賠償責任の
補償

賠償責任保険金
（対人・対物共通） 5億円（限度額）

年間保険料 350円 500円 550円

補償金額（保険金額）・保険料（１名あたり）
●�基本プランでは、地震・噴火・津波に起因する死傷は
補償されません。
◆�年度途中でボランティア活動保険に加入する場合には
「特定感染症重点プラン」へのご加入をおすすめします。
※�被災地での災害ボランティア活動や当初予定していなかったボラ
ンティア活動への参加にあたり、新型コロナウイルス感染症をは
じめとした特定感染症への備えとして、特定感染症重点プランに
加入いただきますと、より安心してボランティア活動に参加いた
だけます。
◆�補償期間（保険期間）の中途で加入される場合も左記の保
険料となります。
◆�中途脱退による保険料の返金はありません。
◆�中途でボランティア（メンバー）の入替や加入プランの変
更はできません。
◆�ご加入は、お１人につきいずれかのプラン１口のみとなり
ます。

社協ヘルパーステーションでは、下記内容とおり
非常勤ホームヘルパーを募集します。
応募資格� (1) 介護福祉士もしくは、介護職員

初任者研修修了者又はホームヘル
パー 2級以上の有資格者で、概ね
55歳位迄（初心者でも可）

� (2) 自家用車使用できる方
給　　与� 時給 980 円＋移動手当（その他手当有）
勤務内容� 守谷市内の在宅における高齢者や障が

い者への身体介護及び生活援助・支援
勤務時間� 月曜日～土曜日・祝日の間
� 当ステーション勤務表による
� （週４日以内・1日５時間以内）
応募方法� まずは、下記まで電話連絡の上、市販

の履歴書に必要事項を記入・資格証・
運転免許証等の写しを添え、お申込み
下さい。

そ の 他� 後日ご連絡後、面接等を行います。

ホームヘルパー募集中！ホームヘルパー募集中！ホームヘルパー募集中！ 　　守谷市役所１階市民ホール・保健センター
　　・文化会館に設置しています。
　社会的支援を必要とする人たちや食事提供をする団
体、福祉施設などに食品を届ける活動をしているフー
ドバンク茨城では、地域連携活動として公共の場所に
「きずなＢＯＸ（食品収集箱）」を設置し、市民などか
らの食品のご協力をお願いしております。

「もったいない！」を「ありがとう！！」に
このような食品が特に必要とされて
います
・�缶詰・レトルト食品・インスタン
ト麺・うどん・そば・パスタ等の
乾麺・調味料・お菓子・その他、い
ただきもの、ご家庭に眠っている食
品等

（寄付いただく際の注意点）
※�常温保存可能、未開封、賞味期限２ヶ
月以上残っている食品（割れ易い容器
の食品は梱包してください）

（取扱いできないもの）
※�薬品、健康補助食品、賞味期限が残さ
れていないもの、アルコール類も不可
です
※�要冷蔵、冷凍品、野菜や果物などの生鮮
食材は不可です

あなたもできる“食”の支援
「きずなＢＯＸ」に食品提供のご協力を！


